
観光立県「富士の国やまなし」
特集2：山梨ならではの魅力を活かした新たな観光施策農山村地域をフィールドに

ニュー・ライフステージやまなし
施策 1

○
田
舎
暮
ら
し
志
向

　
都
市
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
中
で
、

「
も
っ
と
気
軽
に
農
村
と
行
き
来

し
た
い
」「
田
や
畑
で
農
作
業
を

し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
、
田
舎

暮
ら
し
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
と
農

山
村
地
域
の
双
方
で
暮
ら
す
「
二

地
域
居
住
」
を
望
む
人
が
増
え
る

と
予
測
さ
れ
る
な
か
、
特
に
田

舎
暮
ら
し
志
向
が
強
い
と
言
わ

れ
て
い
る
団
塊
の
世
代
が
二
○
○

七
年
か
ら
定
年
退
職
を
迎
え
る
た

め
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
農
山
村

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
新
た
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
都
市
と
農
山
村
と

の
交
流

　

本
県
は
、
首
都
圏

に
あ
り
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
、
お
い
し

い
水
、
地
域
固
有
の

歴
史
・
文
化
、
四
季

折
々
の
農
村
風
景
な

ど
、
多
彩
な
観
光
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
魅
力
を

都
市
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
県
で
は
、
農

林
業
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
や

都
市
と
農
村
と
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
山
村
に
あ
る

空
き
家
や
農
産
物
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
用
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
て

作
成
す
る
な
ど
、
都
市
と
農

山
村
と
の
交
流
を
促
進
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

○
グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ
の
開
設

　
平
成
十
八
年
度
に
は
、
東

京
日
本
橋
に
あ
る
本
県
の
観

光
や
物
産
の
情
報
発
信
拠
点

「
富
士
の
国
や
ま
な
し
館
」
に
、

農
林
業
体
験
か
ら
二
地
域
居
住

や
定
住
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
般
の
相

談
窓
口
（
グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ
）
を

開
設
し
、
農
林
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
は
じ
め
、
農
山
村
に
あ
る
空

き
家
、
遊
休
農
地
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
、
農
山
村
地
域
で
の
活

動
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　

水
と
空
気
の
時
代
と
い
わ
れ

る
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
「
森

の
国
・
水
の
国
や
ま
な
し
」
に
、

都
市
に
暮
ら
す
多
く
の
人
々
が
訪

れ
、
心
を
癒
し
、
安
ら
ぎ
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

山梨県の観光動向
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資料：「山梨県観光客動態調査」山梨県観光部観光企画課

観光消費額

3,775
3,542

3,219
3,105

3,054

 観光産業は、旅行業のみならず、
農業・林業、運輸、宿泊、飲食など
幅広い産業に関連し、裾野が広く
経済的波及効果の大きい産業です。
　県では、観光振興を通じて県内
産業全体を活性化させるため、観
光立県「富士の国やまなし」を目標
に掲げ、積極的な観光振興策を展
開しています。
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二地域住居入口の将来イメージ

森林の枝打ち体験

グリーンカフェが開設される「富士の国やまなし館」

田舎暮らし体験ツアー

国土交通省「『二地域住居』の意識とその戦略的支援策の構想（図用編）」

中国からの観光交流団団長 邵　偉国家旅遊局長に富士山の写真を贈る山本知事
しょうき　い
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新たな国際観光交流の鼓動
外国人観光客が集う「富士の国やまなし」

施策 2

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
東
ア
ジ
ア

　
二
○
一
○
年
ま
で
に
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
を
一
○
○
○
万
人
に

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
国
の

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
呼
応
し
、
県
で
は
、

経
済
的
成
長
が
著
し
い
東
ア
ジ
ア

か
ら
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
海
外
へ
の
魅
力
発
信

　
本
県
の
魅
力
を
東
ア
ジ
ア
の
皆

さ
ん
に
伝
え
、
来
県
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
韓
国
、
台
湾
、
中
国
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
国
際
観
光
展
な

ど
へ
参
加
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の

国
々
の
旅
行
関
係
者
な
ど
を
本
県

に
招
い
て
の
Ｐ
Ｒ
や
県
内
観
光
事

業
者
と
の
商
談
会
開
催
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
中
国
へ
の
重
点
宣
伝

　
中
国
で
は
、
急
速
な
経
済
発
展

を
背
景
と
し
て
、
海
外
旅
行
を
希

望
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
へ
の
団
体
観
光
ビ
ザ
の

発
給
対
象
地
域
が
昨
年
か
ら
全
土

に
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
か
ら

の
観
光
客
は
、
今
後
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
特
に
重
点
的
な
宣
伝
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
、
中
国
の

観
光
大
臣
に
あ
た
る
邵　
偉
国
家

旅
遊
局
長
を
団
長
と
す
る
観
光
交

流
団
二
三
○
人
が
本
県
を
訪
れ
た

際
、
知
事
と
局
長
と
の
会
談
や
、

団
員
と
市
町
村
、
観
光
関
係
者
と

の
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
相

互
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
七
年
度
に
中
国
主
要
都
市

へ
派
遣
し
た
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
、
平
成
十
八
年
度
は
、
本
県
と

友
好
関
係
に
あ
る
四
川
省
に
も
送

り
、
現
地
の
旅
行
会
社
な
ど
へ
の

売
り
込
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
日
本
と
中
国
の
観
光

交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
日
中
観
光
交
流

年
」
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
、
四
川
省
か
ら
中
高
校
生
を
招

い
て
県
内
の
中
高
校
生
と
の
交
流

を
行
う
と
と
も
に
、
同
行
す
る
中

国
報
道
関
係
者
を
通
じ
て
中
国
国

内
へ
の
情
報
発
信
を
図
る
と
い
う
、

新
た
な
取
り
組
み
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

自然や文化をいつくしみ体験する
エコツーリズムの推進

施策 3

○
地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

　
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
、
単
に
名

所
旧
跡
な
ど
を
見
て
回
る
旅
行

か
ら
、
地
域
の
人
々
と
交
流
し

な
が
ら
、
そ
の
地
域
で
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
、

学
び
、
楽
し
む
体
験
型
の
旅
行
へ

と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
背
景
と
し
て
、

観
光
客
に
い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ

る
魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
人
々

が
協
働
し
、
自
然
や
景
観
、
歴
史
・

文
化
な
ど
、
そ
こ
に
し
か
な
い
「
地

域
ら
し
さ
」
や
「
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
」
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、

多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
環
境

に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
富
士
山
北
麓
モ
デ
ル
地
区
の
取

り
組
み

  

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
、

平
成
十
六
年
度
に
国
が
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
し
た
富
士
山
北
麓
地

域
で
は
、
地
元
の
市
町
村
や
関

係
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
推
進

協
議
会
を
中
心
に
、
富
士
山
の

豊
か
な
自
然
や
富
士
講
な
ど
の
歴

史
・
文
化
の
保
全
と
活
用
策
、

ま
た
こ
う
し
た
資
源
を
ガ
イ
ド
す

る
エ
コ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
な
ど
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
方
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

昨
年
秋
に
は
、
環
境
省
と
と
も

に
富
士
吉
田
市
内
に
お
い
て
第
一

回
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
関

係
者
を
迎
え
、
情
報
発
信
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
の
基
本
計
画

を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

検
討
の
成
果
を
実
践
に
結
び
つ

け
る
た
め
、
モ
デ
ル
的
な
エ
コ
ツ

ア
ー
を
観
光
関
係
者
な
ど
に
紹
介

す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
全
県
的
な
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

展
開
に
向
け
て

　
富
士
山
北
麓
地
域
で
の
モ
デ
ル

的
な
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
全
県
的

に
普
及
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
エ
コ
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
な
ど
各
地
域
で
率
先
し

て
取
り
組
む
人
材
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
内
各
地
域
か
ら

の
参
加
を
得
な
が
ら
、
推
進
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
や
ガ
イ
ド
の

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
特
色
を
活
か
し
た
体
験
活

動
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
や
団

体
が
数
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た
方
々

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
訪
れ
る

皆
さ
ん
が
満
足
す
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
全
県
的
な
展
開
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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2010年訪日外国人観光客1000万人を目指して

訪日外国人観光客の推移

国際観光振興機構（JNTO）

ＶＪＣ開始

●ビジット・ジャパン・キャンペーン（VJC）

　の実施・高度化

●訪日ビザ規制の緩和（中国・韓国等）

●2006年目標 750万人

韓国国際観光展への出展

観光キャラバン隊による中国旅行会社への売り込み

自然を学び体験する（青木ヶ原樹海エコツアー）

地域の景観づくり（清里朝日ヶ丘景観委員会）

地域の歴史を学ぶ（富士吉田市「御師の家」）
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